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 第 1 章では，比較相関構文に関して，先行研究における主節に関する議論と，
派生の 3 種類のアプローチを紹介する．また，引用句倒置構文に関して，議論の
出発点として新たな事実を提示する． 

















引用句倒置構文に生起できない want のような動詞を部分的コントロール（partial 
control）述語，引用句倒置構文に生起できる try 等の動詞を包括的コントロール
（exhaustive control）述語として区別する．本章は先行研究に倣い，部分的コン
トロール動詞が CP を補部に取る一方で，包括的コントロール動詞は vP を補部
に取ると仮定する．そして，一般的に C 主要部は素性継承（Feature Inheritance）
によって C 主要部から T 主要部へと継承された素性を保持しないと考えられて
いるのに対し，本章では，引用句倒置構文においては T 主要部に継承された素
性のコピーを C 主要部も保持すると提案する．加えて，φ 素性を持つ主要部の
投射の姉妹位置が A 位置であると仮定することで，本提案より，引用句倒置に
おいて主節の CP 指定部に相当する位置は A 位置であると主張する．主節 CP 指
定部が A 位置であると，動詞の補部に基底生成した引用演算子は，Ā 位置であ
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本研究では、生成文法理論の枠組みで、英語の比較相関構文と引用句倒置構文に関する新たな言語
事実を提示し、これらの構文の統語構造を考察している。
第 1 章では、2 章と 3 章において展開される議論の出発点として、比較相関構文と引用句倒置構文
の基本的特徴と先行分析を紹介している。
第 2 章では、比較相関構文に生起する二つの節の統語上の位置関係について考察している。先行研
究では、一つ目の節が表層位置に基底生成する「基底生成分析」、一つ目の節が二つ目の節の内部に
基底生成した後に表層位置に移動する「移動分析」、そして、基底生成派生と移動派生を両方持つと
する「混成分析」が提案されている。本章では、それぞれの先行研究には経験的な問題があることを
指摘し、混成分析に基づく新たな代案を提案している。具体的には、一つ目の節が二つ目の節の話題
句指定部に基底生成する派生と、二つ目の節の動詞句内から話題句指定部へ移動する派生の両方が必
要であることを主張している。そして、基底生成派生が節内からの抜き出しが可能である事実、束縛
条件 C 違反の回避に関する事実、強交差現象を示さない事実を説明し、また、移動派生が変項束縛に
関する事実、So 倒置による省略箇所内の代名詞が緩い同一性の解釈を許す事実、一方の節が他方の節
の動詞の項である事実を説明できることを論じている。
第 3 章では，引用句倒置構文における主節と従属節について考察している。従来、引用句倒置構文
にはコントロール述語が生起できないと考えられてきたが、本章では引用句倒置構文に生起できるコ
ントロール述語が存在することを指摘している。具体的には、PRO の先行詞が文中の要素に限定さ
れない部分的コントロールを許す述語は引用句倒置構文に生起できないが、PRO の先行詞が文中の
要素に限定される包括的コントロール述語は引用句倒置構文に生起できるという新たな記述的一般
化を指摘している。また、包括的コントロール述語が主節 CP 主要部まで移動し、移動領域を制限す
るフェイズが拡張されることにより、引用句倒置構文にコントロール述語が生起できると仮定する新
たな分析を提案している。そして、この分析の経験的帰結として、that 節を補部に取る動詞が倒置で
きない事実、不定詞補部を元位置に残して主節のコントロール述語のみが倒置できない事実、不定詞
節内の動詞のみが前置する例が許されない事実、動名詞句を補部に取るコントロール述語が引用句倒
置構文に生起できない事実に対して統一的説明が可能であることを論じている。
以上のように、本研究は、生成文法の枠組みの下、比較相関構文と引用句倒置構文に関して新たな
分析を提案しており、英語をはじめとする個別言語の記述的・実証的研究および言語理論研究の進展
に寄与している。 
 よって、本論文の提出者は、博士（文学）の学位を授与されるに十分な資格を有するものと認めら
れる。 
